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　The 　responses 　of 　electrQencephalogram （EEG ）to　different　 odors 　 and 　their 　densities　were

studied 　on 　four　men 　and 　two 　wornen 　at 　rest 　while 　sitting．　 The　odors 　examined 　were 　citrus ，

floral　and 　lavender，　and 　their　densities　were 　100　ppb　and 　200　ppb ．　The　odors 　were 　released 　for

ten　rninutes 　from
．
aduct 　to　fill　the　room 　completely ．　The　subjective 　estimation 　indicated　that

citrus 　had　a　tendency 　to　be　the　most 　comfortable 　odor 　lrl　this　study ，　but　it　was 　not 　significant ，

To　evaluate 　changes 　of 　EEG
，
　the 　power 　spectra 　of　frequency・fluctuation　of α wave （Fz）and 　the

rate 　of α ，β and β／α wave （Oz，　Fz）were 　calculated ，　 The　rate　of α wave （Oz）ln　the　period 　of

giving　out 　the　cltrus　at　100　ppb　was 　s 量gnificantly（p く0．05）higher　than　that　of　the　lavender．
The 　rate 　of β wave （Oz ）in　the　period　of　giving　out 　the　floral　at 　200　ppb　was 　significantly （p 〈

0．05）higher　than　that　of　the　lavender．　 The　regression 　coefficlent 　of 　the　power 　spectra 　of

frequency・fluct囎 tion　of α wave 　in　the　period　 of 　giving　out 　the 　lavender　at　 100　ppb 　 was

significantly 　higher　than　those　in　 the　other 　periods　 of 　the　 experiment ，　 The　regresslon

coefficient 　Qf 　the　pcwer 　spectra 　of　frequency−fluctuation　of α wave 　for　Iavender　given　out 　at

200ppb　was 　significantly （pく 0．01）higher　than 　those　for　the　other 　odors 　given　out ，　 It　seems

that　the　regression 　coefficient 　of 　the 　power 　spectra 　of 　frequency・fluctuation　of α wave 　can 　be

used 　for　the　evaluation 　of　psychophysiological　responses ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ann ．　Physiol．　Anthrop．13（5）： 281・−291
，
1994）
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　古 くか ら 香 りが 人間 の 心理 ・生理 に 影響を及 ぼすこ

とが 知 られ て い る．しか し，そ れ に つ い て 十分 な科学

的証明 が なされて い るわけ で は なか っ た （橋 本 ， 1989）．

近年 は 「香 りブー
ム 」 と言わ れ て お り，い くつ か の 科
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学分 野 で 香 りに 関す る研究 が 行 な わ れ る よ うに な っ

た．例 えば，オ フ ’f ス に 比較的低 濃度 の 芳 香剤 を流す

こ と に よ り，室内 の 環境の 快適性や作業効率 が 上 が る

こ とが 報告 さ れ て い る（橋本，1989；浅野，1989）．し

か しな が ら，
こ れ ら の 研 究 で は，香 りの 生理学的な検

討は な され て い ない ．

　実験 室 に お い て は ， 脳 波の CNV （Contingent　Nega −

tive　Variation 一
随伴陰性 変 動 ）の 早 期成分 を解析す る

こ とに よ O，香 りの 大脳 に 与 える影響が 調 べ られ て お

O ， 香 りの 鎮静作 用，興奮作用 と CNV 早期 成 分 の 振幅

の 間 に 関連性 が 見 い 出さ れ て い る （鳥居 ，
1986 ；菅野，

1987）．また，寺内 ら （1991＞は，CNV の 振幅 の 減少

と脳波 の α 波周波数成分 の 増加 が み られ る こ と か ら，

ヒ ノ キ の 匂 い に は 鎮静作用 と 人間の 脳 の 覚醒水準 を低

下 させ る効果が あ る として い る．高濃度の 匂い に よる

快適感 お よ び 覚 醒 状 態と，脳 波 の α 波周波数 ゆ ら ぎの

変化 と の 相関 が 高 い こ と も示 さ れ て い る （吉 田 ら，

1988，1989a）．こ れ らの 脳波 を用 い た 研究に お け る 香

りの 呈 示 方法 は，被 験 者 の 鼻孔 に 芳香剤 を近付け て 嗅

が せ る もの で あ り，使 わ れ た香： りの 濃度 は 高 い もの で

あ っ た．した が っ て ，
こ れ らの 実験状 況 は 実際 の オ フ ィ

ス な ど に おけ る状況 とは か な り異な るもの で あ り，低

濃度の 香 りが 脳波 に及 ぼ す影響は 明 か に さ れ て い な

い ．

　そ こ で ， 本研究 で は，オ フ ィ ス な ど に 使 われ る室内

空調器 で香 りを放出 し，低濃度 の 香 りに よ る脳 波 の 変

化 に つ い て 検 討 した。

precedure
　 　 　 odorb且ank
　 　 　 匸00ppb

蟻華　 碗pu・：　煢
＝

・・a・・ 　 鰡 、

Wtm 　 龝舜 　
碑・

　 　 30　 　　 3740

blank

　　　　　　　　　　 方　法

　健康 な 成 人 男 性 4名 と女性 2 名 の 計 6名を被験者 と

した．年齢 は22− 47歳で ， 平均 32．7歳 で あ っ た．彼 ら

は 香 り に つ い て の 特別 な 知 識 を持 つ も の で は な か っ

た．

　実験 は 気温 25℃，相対湿度50％に 設定 した 約30．4m3

の 応接室を想定した 実 験 室 で 行 な っ た．実験 中の 被験

者の 姿勢は安静椅坐位 とした．香 りは シ トラ ス （リモ

ネ ン ）t フ V 一
プル （フ ェ ニ ル エ チ ル ア ル コ

ー
ル ），ラ

ベ ン ダ
ー

（ト 11 メ チル シ ク ロ ヘ キ シ ル ）の 3種類 を用

い ，そ れ ぞ れ濃度 を100ppb，200ppb の 2種 類と し， 計

6 条件 で 実験 を行な っ た．

　香 りは エ ア コ ン の 吹 き出し口 より放 出させ ，部屋の

容積に対す る 香 りの 分 子数 に よ っ て 濃度を設定 した ．

一2Q 0 IO　　　 17 　2Q 50　min

EEG 訓　 　瓢
凝 …靆 麟 　 灘蕪 雛 耄護了

r幅
雛魁

sロ 亅
ec 巳蘆ve

＠  
邸 恒ma 直 

洫 C［Can 輒 ▲ ▲

Fig．1　 Procedure 　of 　this　study

香 O の ない 状態 （Blank），香りの あ る状態 を10分聞ず

つ 交互に 繰 D 返 した ．香 ト，の な い 状態 にする た め に ，

空気清浄器 を用 い た． 1 回 の 実験 で 用 い る香 りは同 じ

もの と し，始め に 100ppb ，10分 間の 香 りの な い 状態 を

挟 んだ 後，2eOppb の 濃度 と した ．脳 波 の 記録 は 香 りの

な い 状態，香 りの な い 状 態か ら100ppb の 香 りの ある状

態に か け て ， IDOppb の 香 りの あ る状 態， 再 び 香 ワの な

い 状態，香 O の な い 状 態 か ら200ppb の 香 りの あ る状 態

に か け て，200ppb の 香
「
）の あ る 状態 ， さらに 香 りの な

い 状態 ， の計 7 回 ， それぞれ 4分 間ずつ 安静閉眼状態

で 行 な っ た （図 1 ）．脳 波 は 圏際式 10−20法に よ っ て定

め られた部位 Fz，　Oz か ら， 左 の 耳朶 を基準電極 と して

導出 し，時定数 を0 ．3sec，感度をO．02mVIDIV に 設定

した 生体ア ン プ （日本光 電，AB −620G）で増幅 し，DAT

デ
ー

タ レ コ
ー

ダ （TEAC ，　 RD −111T）に 記録 した．脳

波 の 周波数帯域 の デ
ー

タ処 理 は，記録 テープを再生 し，

A ／D 変換後 に 高速 フ
ー

リエ 変 換 に よる周 波数分析 を

行 い
， 測定部位 Fz，　 Oz に お け る脳 波 の α 帯域率 （8

〜13Hz の パ ワー値 ／ 4 〜25Hz の パ ワー値〉，β帯域

率 （13〜25Hz の パ ワー値／ 4 − 25Hz の パ ワー
値 〉及

び β／α 比 （13− 25Hz の パ ワ ー値／ 8 〜13Hz の バ

ワー値1 を 算 出した．こ の とき，高速 フ
ーリエ 変換 の

条件 設定は，サ ン プ リン グ周波
’
XloeHz、ポ イ ン ト数

8192， 関数 窓 Hanning で あ っ た．さ らに Fz 部位 に お

ける 脳 波 の α 波 周波数 の ゆ らぎ特性を以下 の 手順 で

解析 した．

　 まず ， 記録 した 脳波 か ら α 波 帯域 （8 〜13Hz）をバ

ン ドパ ス フ ィ ル タ
ー

（NF 回路 設計ブ ロ ッ ク ，
　ACTIVE

FILTER 　DV ・−04B）に よ り抽 tt，1し，　 A／D 変換の 後 ，ゼ

ロ 交差法 に よ り α 波周波数 の ゆ らぎ波形 を求め た （小

杉 ら，1979；青 田，1989a）．α 波周波数 の ゆ らぎ波形

の 周波数 は 6．5Hz を超 え る こ とは あ り得 ない の で，ゆ

らぎ波形 を20Hz で サ ン プ リン グ した．つ い で ， 512ポ

イン ト（25．6秒 ）で の 高速 フ ー ［1工 変換 を行 な い ，α 波

周 波 数 の ゆ ら ぎパ ワ
ー

ス ペ ク トル を求 め た （図 2）．
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DeteCt　a　zero 　crossing 〈O ｝i冂 eaGh 　cycle 　of　a 　wave ．

lt　theinterval　of　tWo　censecutive　zero　crossings　was 　O．08　s．

The　rrequency｛【heIeng 廿10 鐔pe了pendioular）was 　110，08語12．5 （Hz ｝lnthis

period．

Link　to　tWo　tops　of　consecutive　perpendicular　by ［ines．　These
iines　formed　a　frequency・fructuatie冂 curve 　o 「α wave ．

20Hz 　of　sampling 　frequency　was 　used ，and 　the　power 　spectra 　of

frequency−fTuctuatien　of α wave 　were 　obtai冂ed 　by　FFT，

Fig．2　Computation 　of 　the　power 　spec 亡ra 　of 　frequen・

　　　 cy −luctuation　Qf α wave

Table 　120adjective 　pairs　were 　used 　in　the 　subjective

estlmation

log（Pw）　8

7

6

5

4

3

lavender　200ppb （Sub。1）

　　　　 　　 2

　　　　　　　
−2　　 −1　　 0　　 1

　　　　　　　　　　　　109（Fre）
Fig・3　 m ・・t・ati ・n ・f　th・ p・w ・・ spect ・a ・f　f・equen ，y−
　　　 fluctし1ation 　of α wave

　Devide 　the　power 　spectra 　 of 　frequency・fluctuation
b・twee・ th… n ・ ・f　th・ i。w 　freq・e・・y （・．9．・− 1，21H ，｝
and 　the 　zone 　of 　the 　high　frequen¢ y　with 　the　curve
r
ρgresslon　

to　the　fourth　power ，　The 　regression 　equa ・
tion（e．g．　y ＝ 4，84− 0．621x）of 　the　zone 　of 　the 　low 　fre−
quency 　was 　calculated ，　and 　the 　regression 　ceefficient
（e．g．− 0．621）was 　ob しained ．
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　α 波周波 数 の ゆ ら ぎパ ワ
ー

ス ペ ク トル は ， 低周波数

帯域 と高周波数帯域 の 傾 き特性 が 異な り，低周波数帯

域 の 傾 きは 小 さ く， 商周波数帯域 の 傾 きは大 きい 。そ

こ で，傾 き特性 の 変化す る周波数 を求 め る た め に，横

軸に α 波 ゆ らぎの 周波数 ， 縦軸 に ゆ らぎパ ワー
ス ペ ク

トル と周波数 の 積をと り，4次 多項式回帰 を行 な っ た．

こ れ に よ り極大値 を と る周波数 を，傾 き特性 の 変化す

る変曲点周波数 とした．さらに a 波ゆ らぎの 周波数 と

そ の パ ワ
ー

ス ペ ク トル に 関 し て と も に 対数 を と り，変

曲点周波数 よ り低 周波帯域 に お い て 直線 回帰 を行 な

い
， 圃帰係数 を算出した （図 3）。

　主観評価は 香りに 関する イ メ
ー

ジ を表 す20の 形 容詞

対 （表 1＞に つ い て ， 7段階 の SD 尺度を用 い て 行 な っ

た ．主観評価 は ， 香 りの あ る 状 態 で の 測定後 に行な っ

た．同
一

被 験 者 の 実験 は，異 な る H の 同時刻 に行 うよ
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うに した．本研究 で ，有意差検定 に は対応の ある t検定

を用 い た．p 〈 0．05を有 意 とした．

　　　　　　　　　 　 結 　果

1 ．主観評価

　主観評価 に 用 い た 20の 形 容 詞 対 は ，因 子分 析 に よ り

4 つ の 因子 に 分類 され た．図 4 に 各条件 を布 置 した 結

果 を示 す．横軸 は第 1 因子 で 「好 ま しさ 」，縦軸 は 第 2

因子 で 「強 さ」 とした ．香 りの 違 い に 注 目す る と， 3

つ の 香 りが 第 1 因子 の 「好 ましさ」に よ っ て 区別 さ れ

て い る こ とがわか る．つ ま り，フ U 一
プル ，ラベ ン ダ

ー，

シ トラ ス の 順 で 主観評価 の 「好 ま しさ 」 の 因子 が 高 く

な る傾 向が み られ た．
一

方 ， 濃度 に 注 目した場合 に は，

100ppb と200ppb が 第 2 因子 の 「強 さ」に よ っ て 区別 さ

れ て い る こ とが わか る．各香 りの 「快 一
不快」 の 評価

を濃度別に 図 5 に 示 した．ど ち ら の 濃度 に お い て も，

シ トラ ス が 最 も高 い 評価 を示す傾 向 が み られ た が
， 有

意差 は 認 め られ なか っ た．

2 ．脳波

　図 6 〜11は，それぞれ測定部位 Fz，　Oz に おけ る脳波

の α 帯域率，β帯域率及 び β／α 比 を香 り別に 示 して

い る．香 りの な い （Blank）時の α 帯域率，β帯域率

Factor　2 −Strength

「

囗oo

δ「
一
−
〉
ゆ「
 

Φ

m
σ一
〇

10G ： 100ppb　　　C ：Gi赱rus
200 ：200ppb 　　　F ：Fbra ［

　 　 　 　 　 　 L ：Lavender

Fig．4　Results　 of　factor　analysis

驥覊diff・・e ・t　d・ n ・iti・・ 躙 diff・・e・t ・d・・s

　Factor　1 ＝Agreeable （X −axis ）

　Factor 　2 ＝ Strength（Y −
axis ）

　The　first，　second ，
　and 　third　agreeable 　 odor 　were

citurs ，1avender，　and 　flora！respectively 　with 　factor　l
fQr　factor　analys 三s，　Densit三es　of　the　odor 　corresponded

wlth 　factor　2 （Strength）．

SUBJECTIV ［≡

ESTIMA丁ION

Comfortable

　　Slightly
Comfortable

lndifferent

　　　 Slightly
Uncomfortable

　 9．，／1 臨 蝋難．
藍

…
」　　／／／

靉
獵 黼

攤
難尸臣口映

「

Citrus Floral Lavender

驪 IOOppb

靄 200ppb

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ODORS
Fig．5　Subjective　estimation 〔Comfortable．Uncomfortable）
　The 　citrus　had　a　tendency　to　be　the　most 　comfortable 　odor 　by　subjective 　estimation 量n　this　study ，　but　lt　was
not 　s量gnif量ciant ．
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   Fig.6 Average rates  of  cr wave  for Fz during each  experiment  using  three kinds of odors.
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Average  rates  of a  wave  for Oz during each  experiment  using  three  kinds of oclors.
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   Fig.8 Average rates  ef  rs wave  for Fz during each  experirnent  u$lng  three  kinds of  odors.
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Fig. 9 Average  rates  of  P wave  for Oz  during each  experiment  using  three  kinds of  oclors,
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％ β1α （Fz）

160

140

120

lOO

80
Citrus

口 　 BLANK

驪 　 100ppb

　　　200ppb

Floral Lavender

　＊　：p＜0．05
＊ ＊　：P＜0．Ot

ODORS

Fig．10　Average　rates 　of β／α wave 　for　Fz　during　each 　experiment 　using 　three　k｛nds 　of 　odors ，

％ β1α （Oz ）

160

140

120

口

鬮

嬲

BLANK
lOOppb

200ppb

100

80
Citrus FloraI Lavender

　＊ ：p＜ 0．05
＊ ＊ ：P＜ O．Ol

　　　　　　　　　　　　　　　 ODORS
Fig。11　Average 　rates 　of β／α wave 　for　Oz 　durlng　each 　experiment 　using 　three 　kinds　of　odors ．

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Society of Physiological Anthropology

NII-Electronic Library Service

JapanSoclety  ofPhysiologicalAnthropology

288 as r} htma･ ut p: lt c ge-g' se ww

REGRESSION
COEFFICIENT

-O.7

-O,6

-O,5

-O.4

-O.3

51012172730324745  (min)

blanktOO  ppb blank 200 ppbblank

Fig. 12

                          PROCEDURE

Average  changes  of  regression  coefficients  of  the power  spectra  of frequency-fluctuation of ev wave

for all subjects  during each  experiment  using  three  kinds of  odors,
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Fig. 13
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                           PROCEDURE

Average  changes  of  regressien  coefficients  of the power  spectra  of frequency-fluctuation of  a  wave

during the  experiment  using  lavender odor.
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及 び β／α 比 に つ い て ，い ずれ も条件間の 差 が み ら れ な

か っ た．測定部位 Fz，
　Oz とも， 香 りの 種類 に か か わ ら

ず ， 香 りの な い 時 の α 帯域率は 香りの ある時よ り高い

傾向 が 示 され た （図 6 と 図 7 ）．また，α 帯
：

域率 は 濃度

200ppb の 時点 の 方が 濃度 100ppb の 時点 よ tr）高 い 傾 向

が 示 さ れ，特 に ラベ ン ダーに お け る Oz 部 位 の α 帯 域

率に は濃度 間 に 有意差 （P ＜ 0．05）が 見 られ た．図 7に

よる と，ど ち らの 濃度に お い て も， シ トラ ス ，フ ロ ー

ラル ，ラベ ン ダー
の 順 に α 帯域 率 が 小 さ くなる傾 向が

み られ，特 に 濃度 100ppb に おけ る Oz の α 帯 域率は ラ

ベ ン ダーと シ ト ラ ス の 間に有意差 （P ＜0．05）が 見 られ

た．図 9 に よ る と，フ ロ
ーラ ル に お け る Oz 部位 の β帯

域率に は 濃度 問 に有意差 （P 〈 0．05）が 見ら れ，濃度200

ppb に は ラベ ン ダー
とフ ロ ーラ ル の 聞 に 有意差 （P く

O ．Ol）が 見 られ た ．香りの ない 時の β／α 比 は 香 り の あ

る 時 よ り低 い 傾 向 が 示 さ れ た （図 10と図 11）が ， β陵 比

に は すべ て の 条件 間 に 有意差 は 見 ら れ な か っ た．

　 図 12は，香 り別 に α 波周波数 ゆ らぎパ ワー
ス ペ ク ト

ル の 低 周波領域 に お け る回帰係数の 結果を示 して い

る．ラベ ン ダー
に お い て は ，100ppb の 時点 で の 値 が 他

の 時点 で の 値 よ り
一1に 近付 き （回帰 直線 の 傾 きが 大

き くな る）， 対応 の あ る t検定を行な っ た結果，有意差

（P く 0 ．05あ る い は P ＜ D．01）が 見 ら れ た （図 13）．シ ト

ラ ス と フ n 一プ ル に お い て も100ppb の 時 点 で の 値 が

他 の 時点 で の 値 よ り
一1に 近付 く （圃帰直線の 傾 きが

大 き くな る）傾 向 が 見られ た が ，有意差 は 見 られ なか っ

た．

　 さらに ，各香 りで の 回帰係数を濃度別に 比較 し，図

14に 示 した．どち らの 濃度に お い て も，シ トラ ス ，フ

ロ ー
ラル ，ラベ ン ダ

ー
の 順 に 回帰係 数 が

一1 に近付 く

（回帰直線 の 傾 きが大きくな る）傾向が み られ た．特 に ，

濃度 が 200ppb の と き，ラベ ン ダー
の 回帰係数 が 他 の 香

りよ り有意 （P ＜ 0．Ol）に
一1　aこ 近付 く （回帰直線 の 傾

きが 大 き く な る ） こ とが 明 ら か に な っ た ．

　　　　　　　　　　考　察

　あ る香 り を 嗅 ぐ と，イ ン パ ル ス が 嗅細胞 か ら大脳辺

縁系に伝 わ り，さまざまな感覚的生理的 な変化 を起 す

こ とが最近分 か っ て きた （鳥居 ， 1987 ；菅野，1987；

高木 ， 1988 ；寺内，1991）．しか し，香 りの 濃度，呈示

方法に よ っ てもそ の 影響 は異なる もの と思 わ れ る．

　今回 と 同様に 比較 的低 濃度 の 香 り を豢内全体 に 流 し

た 研究 と して，橋本 （1989） と浅野 （1989）の 研 究が

ある．それ らの 研 究 で は，実験 した 全 て の 香 りに お い

REGRESSION
COEFFICIENT

一〇．8

一〇．7

一〇．6

一〇．5

一α 4

一〇3

Citrus Floral Lavender

＊ ＊ ：P＜0．Ol

ODORS
Fig．14Regression 　coefficients 　of 　the　power 　spectra 　of 　frequency−fluctuation　of α wave 　during　three 　kinds

of　odGrs 　were 　given　out 　at　100　ppb 　and 　200　ppb ．
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トりが 脳 波 に 及 ぼ す 影響

て ， 香 り を流 さ な い 場合に 比べ
， 香 ワ を流した 場合 の

方 が ，空気 の 清浄感 が 増加 し，会議 の 能率 が 上 が っ た

と回答 した者 の 数が多か っ た こ とが報告 されて い る．

また ， 彼ら は オ フ ィ ス の 中に職員が 気付か な い ほ ど濃

度の 薄い 香 「）を流 した 時の VDT 作業 ミ X 率 （キーパ

ン チ ャ
ー

の ミス パ ン チ率） を調べ た 結果 ， 香 りが な い

場合 に 比べ て 香 りを流 した 場合 の 方 が ミス 率 が低下す

る こ と を報告 して い る．こ うした こ との 原因 と して ，

香 りに よ る鎮静 （リラ ッ ク ス ）効果が 推定さ れ て い る．

　 今回 の 研究 に お い て ，脳 波 の 周波数分 析 の 結 果，α 帯

域率 （Oz）は シ トラス の 場合 が 最 も高 く， ラベ ン ダ
ー

が 最 も低 い こ とが 示 さ れ た．特に 100ppb の 濃度で は こ

の 2 つ の 香 ワの 間 に 有意差 が 見 られ た．また，β帯 域 率

（Oz＞に は濃度 200ppbで ラベ ン ダ
ー

とフ ロ
ー

ラ ル の 間

に有意差が見 られ た、β／α 比 はすべ て の 条件間に有意

差は 認 め られなか っ た．香 りの ない 時 の α 帯域率 は香

ワの あ る 時 より高 い 傾 向 を示 し，香 りの な い 時 の β／α

比 は 香 りの あ る時よ り低 い 傾向を示 した．こ れ ら の こ

とに よ り，香 りの あ る 時 に は ，覚醒水準 が 上 が る こ と

が 示唆され た．

　吉 田 （1990）は，Fz 部 位 で の 快 ・不 快 感 と脳 波 の α

波周波数 の ゆ らぎ特性 の 対応関係 が 顕著 に 見 られ る こ

と を報告 して い る、そ こ で ， 本研 究に お い て も Fz 部位

に お け る 脳 波 の α 波 周 波 数 の ゆ ら ぎ特 性 に 注 目 し検

討 した．

　 α 波 の 周波数ゆらぎの 回帰係数は ， 「快」の 状態 で 回

帰係数が 一1 に 近付 き （回帰直線 の 傾 きが 大 き くな

る），逆 に 「不快」の 状態 で 回帰係数が 0に近付 き，「快

一不快 」と関連が 見られ る こ と が報告さ れ て い る （吉

田，1990）．例えば 低周波音に 対する快・不快に つ い て，

「快 」の 状態 で 回帰係数 が 一1 に 近付 く傾 向 が 報告 され

て お り （吉 田 ら， 1989b），香 りに 関 して も吉 田 （1988）

は，快 い 匂い （ジ ャ ス ミン ，ラベ ン ダー）を嗅 い だ時

に，不快 な匂 い （ア ン モ ニ アな どを合成 した 複合臭気

と ピ リ ジ ン ）の 時 よ りも，α 波 の 周波数 ゆ らぎの 回帰

係数が
一1に近 くな る こ と を報告 して い る．

　 本研 究 に お い て，a 波 の 周 波 数 ゆ ら ぎの 回帰係数 は，

ラベ ン ダ
ー

が 3 つ の 香 りの 中で 最 も
一1に 近付 く （回

帰直線の傾 きが 大きくな る〉傾 向が 認 め られ ， 特 に 200

ppb の 濃 度で は ラ ベ ン ダーと他 の 香 り との 間 に有意差

が 認め られ た．しか し，本研究 に お い て 「快一
不快 」

の 主観評価 で は ， 有意 で は な か っ た が シ トラ ス が ラベ

ン ダ
ー

よ り高 い 評 価 を示す傾 向 が 認 め られ た．した

が っ て，「快
一

不快」の 主観評価 と α 波 の 周波 数ゆ ら ぎ

の 回帰係数 の 問 に 明 か な対応関係は 認 め られ な か っ

た ． こ れ は 本研 究で 用 い た 3 つ の 香 りが い ずれ もよい

香 りで あっ た た め と考えられ る．

　本研究 に お い て，室内全体 に 流 した低濃度の 香 りの

種 類に よ っ て 脳 波 の 周波数分布お よ び α 波 周波数ゆ

らぎパ ワ
ー

ス ペ ク トル の 低周波領域 の 回帰係数が 異 な

る こ とが 明 か と な り， 鎮静作用 が あ る ラベ ン ダ
ー

の 香

り （鳥居，1986）で α 波 周 波 数 ゆ ら ぎの 回 帰係数 が 最

も
一1に 近付 く （回帰直線 の 傾 きが 大 き くなる）傾 向 が

有意に 認 め られ た．今後 ， さ らに 検討 を加 えて い くこ

と が 必 要 で あ る が，α 波 周 波 数 ゆ ら ぎが 心 理 生 理 機 能

の 評価指標 に な りうる こ とを示唆す る もの と思 わ れ

る．
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